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前
回
の
正
解
は

猿
田
彦
神
社
で
す
。

　

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

上
御
霊
前
通
烏
丸
東
入
に
鎮

座
す
る
小
祠
で
す
が
、
か
つ
て
は

広
大
な
境
内
で
、
神
事
料
と
し
て

足
利
将
軍
家
か
ら
小
山
郷
柏
木

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

は
が
き
に
、
答
え
と
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
本
紙
へ
の
感
想

等
（
感
想
は
紙
面
で
掲
載
の
場

合
あ
り
）
を
ご
記
入
の
う
え
、

〒
602
―
８
５
１
１　

上
京
区
役

所「
か
み
ぎ
ょ
う
」係
ま
で
。
締

切
り
は
12
月
31
日（
消
印
有
効
）。

田
が
寄
進
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

桓
武
天
皇
は
猿
田
彦
神
の
託

宣
に
よ
り
平
安
遷
都
を
決
意
さ

れ
、
延
暦
十
二
年
（
七
九
三
）

に
社
殿
を
造
営
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

応
仁
の
乱
以
後
も
度
々
の
火

災
に
遭
い
、
寛
政
五
年
（
一
七

九
三
）
に
現
在
地
に
移
さ
れ
た

の
で
す
。（
い
）

ヒント　新しいまちづく
り拠点ができます。

ここはここは
　どこ？　どこ？

第225回

冬
場
の
食
中
毒
に
も
注
意
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
要
注
意
！

　

一
般
的
に
暑
い
季
節
に
は
、

食
中
毒
が
多
く
発
生
す
る
と
い

い
ま
す
が
、
冬
季
に
も
意
外
に

多
く
の
食
中
毒
が
発
生
し
て
お

り
、
そ
の
原
因
の
多
数
が
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
の
小

腸
だ
け
で
増
殖
し
、
下
痢
、
お

う
吐
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
人
か
ら
出
た
ウ
イ
ル

ス
は
、
河
川
を
経
て
海
に
着
く

と
、
カ
キ
等
の
二
枚
貝
に
取
り

込
ま
れ
、
そ
の
貝
を
十
分
に
加

熱
し
な
い
で
食
べ
る
こ
と
で
感

染
し
ま
す
。
ま
た
、
感
染
者
の

お
う
吐
物
や
排
泄
物
か
ら
直
接

パ
ー
タ
オ
ル
等
で
浸
す
よ
う
に

拭
く
。

　

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
十
分
な

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
グ
の
手
料
理
は
絶
対
ダ
メ
！

　

冬
の
味
覚
の
代
表
と
言
え
ば

フ
グ
で
す
が
、
フ
グ
の
食
中
毒

に
よ
る
死
者
も
毎
冬
、
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

素
人
の
手
料
理
が
原
因
で
す
。

　

フ
グ
に
は
、
毒
（
卵
巣
や
肝

臓
以
外
に
フ
グ
の
種
類
に
よ
っ

て
は
筋
肉
、
皮
等
に
も
毒
が
あ

り
ま
す
。）
が
あ
り
、
調
理
方

法
に
よ
っ
て
は
命
を
落
と
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
釣
っ
た
フ
グ

を
素
人
判
断
で
調
理
す
る
こ
と

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
＝
衛
生
課（
☎
432
・
３
２
２
１
）

あ
る
い
は
食
品
を
介
し
て
感
染
が

広
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
カ
キ
等
の
二
枚
貝
は
、
よ
く
加

熱
し
て
食
べ
る
。

・
調
理
前
や
ト
イ
レ
の
後
は
、
石

け
ん
を
使
っ
て
念
入
り
に
手
洗
い

を
す
る
。

・
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
等
は

熱
湯
か
、
塩
素
系
漂
白
剤
（
市
販

の
５
％
液
５
㎖
を
水
１
ℓ
に
薄
め

る
）
で
消
毒
す
る
。

・
下
痢
便
や
吐
物
の
処
理
は
、

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
等
で
飛
散
し
な

い
よ
う
静
か
に
拭
き
取
り
、
す
ぐ

に
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
入
れ
、
拭
き

取
っ
た
後
の
床
面
は
、
塩
素
系
漂

白
剤
（
市
販
の
５
％
液
20
㎖
を
水

１
ℓ
に
薄
め
る
）
を
含
ん
だ
ペ
ー





















































　

区
社
協
で
は
、
福
祉
活
動
の

財
源
確
保
の
た
め
賛
助
会
員
へ

の
加
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
賛
助
会

費
は
、
各
学
区
の
福
祉
事
業
に

約
70
％
、
約
30
％
を
区
社
協
の

福
祉
活
動
の
財
源
に
使
用
し
て

い
ま
す
。

　

各
学
区
で
は
、
高
齢
者
対
象

の
「
ふ
れ
あ
い
配
食
」、「
会
食

会
」
等
の
見
守
り
活
動
、
乳
幼

児
と
親
を
対
象
と
す
る
「
子
育

て
サ
ロ
ン
」、
障
害
の
あ
る
方
も

な
い
方
も
含
め
た
住
民
の
皆
様

に
よ
る
世
代
間
交
流
事
業
等
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
社
協
で
は
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
外

出
に
車
い
す
が
欠
か
せ
な
い
方

等
を
病
院
等
に
送
迎
す
る
「
福

祉
送
迎
サ
ー
ビ
ス
」（
区
民
対

象
）
や
、
学
区
及
び
区
社
協
の

取
組
等
を
紹
介
す
る
広
報
紙

「
区
社
協
だ
よ
り
」
の
発
行
費
用

等
に
充
て
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
ご
協
力
い
た
だ
く
賛

助
会
費
は
、
平
成
27
年
度
事
業

（
平
成
27
年
４
月
か
ら
１
年
間
）

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

会
費
（
年
間･

一
口
）

　
　
　

個
人　

500
円

　
　
　

団
体　

５
千
円

募
集
方
法　

学
区
ご
と
に
町
内

会
を
通
じ
て
募
集
。
区
社
協
で

も
直
接
お
預
か
り
し
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
27
年
３
月
末

ま
で

問
＝
上
京
区
社
協
（
☎
432
・
９

５
３
５
）

暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談

日
時　

１
月
13
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

 

地
域
力
推
進
室
（
広
聴
担
当
）

（
新
庁
舎
１
階
①
番
窓
口
）

問
＝
京
都
行
政
評
価
事
務
所
（
☎
802
・
１
１
０
０
）

地
域
の
福
祉
活
動
を
支
え
る

区
社
協
賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い

保
健
だ
よ
り

見
学
先　

東
北
部
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

対
象　

区
内
在
住
又
は
通

勤
・
通
学
の
方
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
に
限
る
。）

定
員　

30
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
℻  
、
メ
ー
ル

で
12
月
18
日
（
木
）
か
ら
１
月
14

日
（
水
）
ま
で
に
「
京
都
い
つ
で

も
コ
ー
ル
」（
４
面
参
照
）
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
参
加
者
全

員
の
氏
名
及
び
代
表
者
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。）。
℻  
の
場
合
は
イ
ベ
ン
ト

名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

問
＝
上
京
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
☎
366
・
０
７
７
６
）

区
内
保
育
園
児
絵
画
展

　

区
内
の
保
育
園
に
通
う
１
〜
５

歳
児
の
園
児
の
絵
画
展
を
開
催
し

ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　

１
月
15
日（
木
）
〜
21
日

（
水
）午
前
９
時
〜
午
後
９
時

※
土
・
日
・
祝
は
午
後
５
時
ま
で
。

場
所　

区
総
合
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

　

12
月
31
日
現
在
で
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
工
業
統

計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、日
本
の
製
造
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、そ
の
結
果
は

国
や
地
方
自
治
体
の
産
業
振
興
計

画
等
の
基
礎
資
料
と
な
る
ほ
か
、一

般
に
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
１
月
に
か
け
て

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、調
査

票
へ
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室
（
統
計
担

当
）（
☎
441
・
５
０
２
９
）、
市
情

報
化
推
進
室
情
報
統
計
担
当
（
☎

222
・
３
２
１
６
）

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
「
エ
コ
バ
ス
ツ
ア
ー
」
は
ご

み
処
理
施
設
の
見
学
を
通
じ
て
、

ご
み
の
減
量
や
分
別
に
理
解
を
深

め
、
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
考
え
て
い
た
だ
く
事
業

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　

２
月
11
日
（
水
・
祝
）
午

前
９
時
〜
正
午　

集
合　

上
京
保
健
セ
ン
タ
ー
前

（
堀
川
通
上
立
売
下
る
西
側
）（
午

前
８
時
50
分
集
合
）

　

本
市
で
は
、
重
度
障
害
の
あ
る

方
に
対
し
て
、
次
の
手
当
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

①
特
別
障
害
者
手
当

対
象　

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の

在
宅
の
重
度
障
害
者

月
額　

２
万
６
千
円

②
障
害
児
福
祉
手
当

対
象　

日
常
生
活
で
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅

及
び
入
院
中
の
重
度
障
害
児

月
額　

１
万
４
千
140
円

③
外
国
籍
市
民
重
度
障
害
者
特
別

給
付
金

対
象　

旧
国
民
年
金
法
の
国
籍
条

項
に
よ
り
障
害
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
重
度
障
害

を
有
す
る
本
市
在
住
の
外
国
籍
市

民月
額　

４
万
１
千
300
円

※
い
ず
れ
も
原
則
年
間
４
回
支

払
。
所
得
状
況
に
よ
り
支
給
が
制

限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
＝
支
援
保
護
課
支
援
第
二
担
当

（
☎
441
・
５
１
２
１
）

国
民
健
康
保
険
な
ど

の
保
険
料
は
、確
定
申

告・
年
末
調
整
の
際

に
、必
ず
申
告
を
！

　

平
成
26
年
中
に
、
ご
自
身
や
生

計
を
一
に
す
る
配
偶
者
そ
の
他
の

親
族
の
方
の
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
、
国
民
年
金

（
※
）
及
び
介
護
保
険
の
保
険
料

を
納
付
さ
れ
る
と
、
そ
の
金
額
は

所
得
税
や
住
民
税
の
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
所
得
金
額
か
ら
差
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
（
口
座
振
替

の
場
合
は
振
替
口
座
の
名
義
人
の

方
が
、
特
別
徴
収
の
場
合
は
徴
収

さ
れ
た
ご
本
人
が
納
付
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。）。

　

納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
今
一
度

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
＝
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
…
保
険
年
金
課
資
格

担
当
（
☎
441
・
５
１
３
０
）

　
　

介
護
保
険
…
福
祉
介
護
課
介

護
保
険
担
当
（
☎
441
・
５
１
０

６
）

※
国
民
年
金
の
詳
細
（
保
険
料
額

等
）
に
つ
い
て
は
、
上
京
年
金
事

務
所
（
☎
415
・
１
１
６
５
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　不安を抱えたままではなく、一歩踏み出して相談を
ご利用いただき、これからの生活を一緒に考えましょ
う。検査相談は、匿名・無料です。
上京保健センターのHIV（エイズ）検査相談日
　毎週火曜日（祝日を除く。）午後２時30分～４時、予
約は不要です。結果は２週間後にお知らせします。
＊性感染症検査も同時実施
ＨＩＶ即日検査（要予約）
①休日（土曜日）検査
　毎月第１・３土曜日午後
４時～６時
予約　（一財）京都工場保
健会（☎0120-636-040、平日
の午前９時～午後５時）
会場　（一財）京都工場保
健会２階

②夜間検査
日時　毎月第２・４木曜
日午後６時～７時30分
予約　市保健医療課（☎
222-4421、平日の午前９
時～午後５時30分）
会場　下京保健セン
ター２階

問＝健康づくり推進課成人保健・医療担当（☎432-3221）

あなたとあなたのあなたとあなたの大切大切なな人人のためにのために
HIV検査HIV検査をを受受けましょうけましょう
心配なことをお持ちの方、何となく気になっている方、
ひとりで悩まずに一度ご相談ください。

　空き家を含む建築物は、所有者や管理者
が自らの責任において管理すべきもので
す。しかし、近年、管理が行き届かない空
き家が増えてきています。
　管理が行き届かないまま放置された空き
家は、防災・防犯・衛生等の生活環境や景
観面で周辺環境に悪影響を及ぼします。
　特に使われなくなった空き家は、老朽化
が早まります。また、しっかりと管理され
ていても、空き家が増え続けると、まちの
活力の低下や地域コミュニティの希薄化な
どにつながります。
　空き家は、住まいとしてはもとより、様々な形で活用できる
「まちづくり」の資源です。自身のため、地域のため、そして
京都のまちのためにも、空き家の活用に取り組みましょう。
　もし、空き家を所有、管理されているのであれば、家族
や親戚が集う機会が増える年末年始に、みんなで空き家に
ついて話し合い、考えてみましょう。
問＝地域力推進室（まちづくり推進担当）（☎441-5040）

空き家を放置していませんか？
～空き家の所有者・管理者の皆様へ～

　平成24年７月９日に外国人登録法が廃止されたことに伴い、特別永住者の方に
は、これまでの「外国人登録証明書」にかわり「特別永住者証明書」が交付され
ることとなりました。現在、お持ちの「外国人登録証明書」は、一定期間「特別
永住者証明書」とみなされます。「外国人登録証明書（みなし特別永住者証明書）」
をお持ちの方は、下記の「更新時期について」を参照のうえ、有効期限までにお
住まいの区役所・支所市民窓口課、出張所で更新手続きをお願いします。
　有効期限（2015年７月８日）の直前は窓口が大変混み合うことが想定されます
ので、できるだけ早めにお手続きをお願いします。
　なお、特別永住者以外の外国人住民の方は、大阪入国管理局京都出張所（☎
752-5997）の窓口で更新の手続きをしていただく必要があります。詳しくは、直
接窓口にお尋ねください。
【更新時期について】
　外国人登録証明書（みなし特別永住者証明書）の表面の次回確認（切替）申請
期間の日付を確認してください。
　なお、16歳未満の特別永住者の方には、16歳到来時に更新に係るお知らせを送
付します。

年齢
外国人登録証明書の次回確認
（切替）申請期間の日付 有効期限

16歳以上 2015年７月８日まで 2015年７月８日まで
2015年７月９日以降 次回確認（切替）申請期間の日付まで

16歳未満 16歳の誕生日 16歳の誕生日まで
（参考）更新手続の際の必要書類
・外国人登録証明書 ・旅券（交付を受けてない方は不要）
・ ３箇月以内に撮影した写真　１枚（縦４cm×横３cm、無帽で正面を向き、背景
がないもの）
・ 手続きに来られる方の本人確認書類（特別永住者証明書（みなされる外国人登
録証明書を含む）、運転免許証、健康保険証等）
問＝市民窓口課（☎441-5056、プレハブ棟１階④番窓口。新庁舎移転後は、１階④番窓口）

日　時 会　場 内　容

ころばん塾（運動器の機能向上プログラム）
１月７日～３月25日の毎週水
曜日全11回午前11時～正午
（休２月11日）

花友
じゅらくだい
（中立売通智
恵光院西入）

ストレッチ、
下肢筋力向
上・バランス
能 力 向 上、
転倒予防運
動、体 力 測
定・講 話 な
ど。

１月８日～３月26日の毎週木
曜日全12回午前11時～正午
１月７日～３月25日の毎週水
曜日全11回午後１時30分～
２時45分（休２月11日）

小川自治会館
（小川通今出
川下る西入）

※いずれも要支援・要介護状態以外で区内在住の65歳以
上の方が対象で、定員10名程度。要予約。参加費無料。
申込先　上京区地域介護予防推進センター（☎417-
4707、小川通今出川下る西入東今町　京都市小川特別
養護老人ホーム内）
問＝支援保護課支援第二担当（☎441-5121）

こんにちは
 北部土木事務所です
「道路の凍結・積雪対策」
　冬季の市北部地域では、道
路の凍結・積雪による車両の
スリップ事故や、歩行者、自転
車の転倒事故が見受けられま
す。このため、土木事務所で
は市の管理する坂道、橋など
に凍結防止剤（融雪剤）を配
置しています。
　凍結時には、凍結防止剤の
散布に市民の皆様のご協力を
お願いします（散布量は１㎡あ
たり約１握りが目安。）。また、
近隣道路等の散布用に必要な
方には、北部土木事務所まで
お越しいただければ、お渡し
しています。
問＝ 北部土木事務所（☎492-3111）

　年末年始の間、市役所・区役所などの市の仕事は休ませて
いただきます（できるだけご迷惑をかけないよう、窓口や作
業の日程を変更し休まないところもあります。）。年末年始の市の仕事

上京区地域介護予防推進センター　各種教室のご案内

種　　別 休み等
区役所、福祉事務所、保健センター
※ 婚姻・出生・死亡届等の受付や感染症・食中
毒の届出等の緊急業務は受け付けます。

12/27~1/4

北大路証明書発行コーナー 12/29~1/3
ごみ
収集
関係
※
詳
し
く
は
、12
月
中
旬
配
布
の「
お
知
ら
せ
ビ
ラ
」

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

燃やすごみ 12/31~1/4
缶・びん・ペットボトル ※12/31（水）

は、水・木・金
区域を収集。

1/1~4プラスチック製容器包装
小型金属類 ※12/31（水）の収集はなし。年始は、1/7（第1水）から収集。
大型ごみ　申込みは、フリーダ
イヤル☎0120-100-530、携帯
からは☎0570-000-247

12/29~1/3
（年内最終受付
は、12/24）

持込ごみ（有料）　持込みは、南部
クリーンセンター☎611-5362　
東北部クリーンセンター☎741-
1003

12/31~1/4

臨時し尿　生活環境美化セン
ター☎681-5361

1/1~4
（年内最終受付
は、12/25）

犬・猫などの死体　申込みは、フ
リーダイヤル☎0120-100-921、
携帯からは☎0570-000-614

1/1~3

交通
関係

市バス
忘れ物　
北大路案内所
☎493-0410（無休）

12/28~1/4
は、休日ダイヤ
※12/31は初詣
終夜バスを運行

地下鉄
忘れ物　
烏丸御池駅案内所
☎213-1650（無休）

12/27~1/4
は、土曜・休日
ダイヤで運行
※12/31は終夜運行

定期券発売所 12/31~1/3

種　　別 休み等

上下
水道
関係

修繕等の申込み、道路上の水漏
れ、下水道の取付管清掃等
一条通以北にお住まいの方:
　 北営業所☎462-3251、
FAX463-4826

一条通以南にお住まいの方:　
　 丸太町営業所☎841-9146、
FAX801-9627

窓口は
12/27~1/4
※電話、FAXは
随時受付。納入
通知書をお持ち
の方は金融機関
又はコンビニエ
ンスストアでお
支払いくださ
い。

土木
・
公園
関係

北部土木事務所・北部みどり管
理事務所 12/27~1/4

撤去自転車保管所 12/29~1/3
駐車場・自転車等駐車場 無休

文化
関係

元離宮二条城　
（庭園の公開：12/26～28、１/１
～４　午前10時～午後４時、展
示・収蔵館の公開：１/２～４　午
前10時～午後３時45分）

12/26~1/4

考古資料館 12/28~1/3

消防
防火・防災・救急に関する相談等
　上京消防署☎431-1371
　消防の相談電話☎231-5000

無休

葬祭
関係

中央斎場 1/1~2

深草墓苑 1/1~3
※参拝のみ可

その他

子ども虐待SOS専用電話　
☎801-1919（24時間受付） 無休

DV相談支援センター 12/28~1/4
家庭動物相談所 12/27~1/4

急病診療所（12/29～１/４の診療時間）※健康保険証をお忘れなく
診療科目 施設名称等
小児科
内科
眼科

耳鼻いんこう科

府医師会館１階（中・西ノ京東栂尾町）☎354-6021
①　小児科　午前10時～午後５時、午後６時～午前０時
②　内科・眼科　午前10時～午後５時、午後６時～10時
③　耳鼻いんこう科　午前10時～午後５時

歯科
府歯科医師会口腔保健センター１階（中・西ノ京東栂尾町）☎812-8493　午前９
時～午後４時
府歯科医師会伏見会館１階（伏・今町659-1）☎622-3418　午前９時～午後４時

※年末年始も診療を行いますが、当診療所は、夜間・休日等の急な病気に対する応急的な治療を行う施設です。

地震で崩壊し、
道に崩れて、
災害時の混乱を
招く危険性!!

「
ご
み
の
行
方
を

探
検
し
よ
う
！
」

「

み
の
行
方
を

探
検
し
よ
う

」

「
ご
み
の
行
方
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北
・
上
京
区
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ご
み
減
量
エ
コ
バ
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ー
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参
加
者
を
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当
、

外
国
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者
特
別
給
付
金
に
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い
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外国人登録証明書（みなし特別永住者証明書）更新について

第49回上京区バレーボール大会
　10月19日、島津アリーナ京都で開
催されました。男女計23チームが参
加し、熱戦が繰り広げられました。
　結果は、女子１部が室町体振チー
ム（写真上）で７連覇、女子２部が
春日体振チーム、男子は京極体振
チームが優勝しました。女子１部優
勝の室町体振チームと、準優勝の桃
薗体振チーム（写真下）は、11月16日開催の京都市チャ
ンピオン大会に上京区代表として出場されました。

第26回市民スポーツフェスティバル第26回市民スポーツフェスティバル
　11月３日、西京極総合運動公園をメイン会場に開催さ
れました。上京区からは36チーム約250名が参加し、総合
第８位となりました。
○ペタンク　優秀チーム　室町、小川、出水Ｂ、滋野
○ソフトバレーボール　優秀チーム　室町

第 9 上京区バ ボ 大第 9 上京区バ ボ 大
上京のスポーツ


